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概要 書き言葉や話し言葉を分析目的で集めた電子資料であるコーパスは，外国語教育において
近年，非常に重要な役割を果たしています。本講演では，そのような外国語教育における
コーパス利用の紹介を行い，特に，語彙や文法の言語のパターンを帰納的・発見的に学習し
ていくデータ駆動型学習（data-driven learning: DDL）に焦点をあて，これまでの研究からわ
かっている効果と課題について概観し，教育的示唆をまとめます。指導や研究にコーパスを
利用してみたいと考えている方はぜひご参加ください。

講演者
略歴

関西大学外国語学部・外国語教育学研究科教授。専門はコーパスの教育利用，語彙学習方
略，言語テスティング。近年はコーパスを利用した学習と指導に関する研究を主に進めている。
著作に，『外国語教育研究ハンドブック』（2012年,松柏社, 共編著），『ICTを活用した英語アカ
デミック･ライティング指導―支援ツールの開発と実践―』（2017年,金星堂，編著）などがある。
2014年全国英語教育学会（JASELE）学術奨励賞受賞。2016年英語コーパス学会（JAECS）
奨励賞受賞。2017年外国語教育メディア学会（LET）学術賞受賞。
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